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学校法人 立志学園 

九州中央リハビリテーション学院 
 



Ⅰ 学院について 

【１】基本理念 

  ≪知育≫専門知識を習得し思考力を養うための教育 

  ≪体育≫他者を支援する健康な身体を養うための教育 

  ≪徳育≫豊かな心と優れた感性を養うための教育 

 

【２】教育目的 

   本学院は、教育基本法および学校教育法に従い、専門職として必要な 

   知識・技能・態度を教授し、あわせて職業倫理をはじめ豊かな教養と 

   人格を涵養し、保健・医療・福祉の分野に貢献する有能な人材を育成 

   することを目的とする。 

  

【３】運営方針 

  〈学院づくり指針〉 

   ・穏やかな学院 

    知的躍動が漲り、医学を習得し育てる学院 

   ・健やかな学院 

    他者を支え、寄り添う幹を伸暢し育てる学院 

   ・美しい学院 

    感性が迸り、倫理観を涵養し育てる学院 

  〈教育指針〉 

   ・全ての学生を適切に指導し、明確な将来像を示し、目標達成に導く 

   ・生命の尊厳を尊重し、他者を敬い、多様な社会で協働・協調できる人材を育成する。 

   ・問題発見能力と問題解決能力をもつ人材を育成する。 

   ・粘り強く、あきらめない心を育み、事故の責任を全うする人材を育成する。 

   ・社会性を育み、良き市民として自らを律し、自省自立できる人材を育成する。 

  〈職員行動指針〉 

   ・人間力・教育力・専門力の向上に邁進する。 

   ・個々の人格を尊重し、多様性を認め、各々が能力を発揮できる環境整備に努める。 

   ・それぞれの専門分野を通し、広く社会に貢献する。 

   ・社会の一員に自覚し、良き市民として、職業人として、自らを律し自省自立の精神

を持つ。 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 学院の概要 

【１】学科、修業年数、入学定員数 

課程名 区分 学科名 修業年数 入学定員 総定員 

医療専門課程 

昼間部 理学療法学科 ４年 ８０名 ３２０名 

夜間部 理学療法学科 ３年 ４０名 １２０名 

昼間部 作業療法学科 ４年 ４０名 １６０名 

昼間部 看護学科 ３年 ８０名 ２４０名 

教育・社会福祉専門課程 
昼間部 介護福祉学科 ２年 ４０名 ８０名 

昼間部 国際介護学科※ １年 ２０名 ２０名 

※国際介護学科：令和４年４月１日より募集停止中 

 

【２】学生数 

学校名 学科名 昼夜 修学年数 
学生数 

令和4年 5 月 1日現在 

九州中央リハビリ

テーション学院 

理学療法学科 昼 4 年 247 名 

理学療法学科 夜 3 年 73 名 

作業療法学科 昼 4 年 122 名 

看護学科 昼 3 年 241 名 

介護福祉学科 昼 2 年 67 名 

 

【３】教職員数   

 専任 兼任 合計 

学院長 １名  １名 

理学療法学科（昼） ８名 ２０名 ２８名 

理学療法学科（夜） ４名 ２２名 ２６名 

作業療法学科 ６名 １９名 ２５名 

看護学科 １３名 ５６名 ６９名 

介護福祉学科 ３名 １８名 ２１名 

国際介護学科 １名  １名 

実務者研修 １名 ２名 ３名 

事 務 １２名  １２名 

法 人 ９名  ９名 

合 計 ５８名 １３７名 １９５名 

 

 

 

 

 



Ⅲ 年間行事 おもな年間行事（令和４年度） 

 

日 行事 日 行事 日 行事 日 行事 日 行事

2 入学式 6 前期授業開始 6 前期授業開始 3 前期授業開始 4 前期授業開始

10 臨床実習（評価）
(4/10～4/29)

10
臨床実習（評価）
（4/10～4/29）

5 ①領域別実習
（3年生）(４/5～4/20）

16
臨床実習(長期-1）

（5/22～7/15）
16

臨床実習(長期-1）
（5/22~7/15）

2 新入生歓迎遠足 2
実務者研修Aコース

（～10/30）

　 8 ②領域別実習
（3年生）(5/8～5/25）

12
介護実習Ⅲ
指導者会議

23 創立記念日 12 看護の日 22
介護実習Ⅲ

（5/22～6/27）

30
療養環境を知る(実習)
(１年生)（5/30～5/31）

上旬
理事会

評議員会
5 ③領域別実習

（3年生）(6/5～6/22）
1

実務者研修Bコース
（～11/30）

10 オープンキャンパス 26 ④領域別実習
（3年生）(6/26～7/13）

中旬 後援会総会 30 教育研修(宿泊)
(1年生)（6/30～7/1）

9 オープンキャンパス 2 JLPT
（日本語能力試験）

23 実習SV会議
(地域リハ）

8 実習SV会議
（地域リハ、精神評価）

22 オープンキャンパス 臨床実習(長期-2）
（7/31～9/23）

臨床実習（長期-2）
（7/31～9/23）

18
看護のプロセスⅠ(実習)
（2年生）(7/18～7/21）

31 31 25
看護のプロセスⅡ(実習)
（2年生）(7/25～8/3） 24 介護実習Ⅰ

（7/24～8/4）

5 オープンキャンパス 10 10

11 11 11 夏期休暇

18 オープンキャンパス 21

5 4 後期授業開始

中旬
専修学校体育大会

熊本県大会
10 11 ⑥領域別実習

（3年生）(9/11～9/28）
11 国家試験模擬試験

25 後期授業開始 25 後期授業開始

7
指定校推薦入試
高校推薦入試

1 後期授業開始

28 自己推薦・社会人入試A 2 ⑦領域別実習
（3年生）(10/2～10/19）

29 オープンキャンパス 23 ⑧領域別実習
（3年生）(10/23～11/9）

23
介護実習Ⅱ

（10/23～11/24）

10 宣誓式 国家試験直前講座開講
（～１月末まで）

中旬
専修学校体育大会

九州大会

18 自己推薦・社会人入試B 28 対象を知る(実習)
(１年生)（11/28～12/1）

2 入学前セミナー 2 入学前セミナー 3
JLPT

（日本語能力試験）

9
一般入試（前期）

自己推薦・社会人入試C

28 28 26 23

3 3 3 3

13  昼3，夜2年生保護者会 13 ３年生保護者会 15 ①領域別実習
（2年生）(1/15～1/25）

20
一般入試（後期）

自己推薦・社会人入試D
22

後期試験
（1/22～2/2）

22
後期試験

（1/22～2/2）

下
旬 国家試験（予定）

3 臨床実習SV会議 5 ②領域別実習
（2年生）(2/5～2/15）

5
医療的ケアの基礎Ⅲ

集中講義（2/5～2/8）

24 自己推薦・社会人入試E 23 春季休暇開始 23 春季休暇開始 11 国家試験（予定）

25 国家試験（予定） 25 国家試験（予定）

7 卒業式 16 実習SV会議
（身障評価、長期実習）

7 春季休暇開始 4 春季休暇開始

15 自己推薦・社会人入試F

23 オープンキャンパス

2

3

5

6

7

8

介護福祉学科

4

前期試験
（１・２年生）

３年：精神評価実習
（7/25～8/6）

夏季休暇
２年：地域リハ実習

（9/6～9/12）

３年生前期試験
（8/22～8/26）

冬季休暇 冬季休暇 冬季休暇 冬季休暇

9

10

11

12

1

前期試験
（7/31～8/10）

夏季休暇
（1年生：7/25～8/22）

（2年生：8/10～9/11)

（3年生：8/14～16）

⑤領域別実習
(３年生)（8/21～9/7）

夏季休暇

臨床実習（地域リ
ハ）

（9/6～9/12）

月
全体 理学療法学科 作業療法学科 看護学科



Ⅳ 学生募集活動 

  事務職員や専任教員により熊本県内外の高等学校や通信制高校を中心に募集活動を行った。オープ

ンキャンパスは 6 月 11 日・7 月 3 日・16 日 8 月 6 日・19 日・10 月 22 日・3 月 26 日と 7 回にわた

り、感染防止対策を徹底し来校型で実施しました。また、夜間部を希望する学生のために 10 月 19

日・11月 22 日・12月 9日・1月 10 日・2月 10 日にナイトオープンキャンパスを開催いたしました。

延 534 名の参加をいただきました。 

【１】出前授業 

  医療・福祉系の職業について広く理解していただけるよう各高校や団体に出前講座を実施した。 

 
日 時 場 所 テーマ 

令和 4年 5月 10 日 人吉会場ガイダンス 進路ガイダンス 

6 月 7日 栄美通信ガイダンス 進学ガイダンス 

6 月 8日 ドリコムガイダンス 進学ガイダンス 

6 月 15 日 熊本中央高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

6 月 24 日 九州学院校内ガイダンス 進学ガイダンス 

6 月 24 日 広域通信制高校会場ガイダンス 進学ガイダンス 

6 月 28 日 ルーテル学院校内ガイダンス 進学ガイダンス 

7 月 1日 慶誠高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

7 月 1日 国府高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

7 月 11 日 国府高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

7 月 11 日 城北高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

7 月 26 日 マイナビガイダンス 進学ガイダンス 

10 月 7 日 国府高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

10 月 31 日 八代白百合学園校内ガイダンス 進学ガイダンス 

11 月 8 日 開新高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

11 月 14 日 尚絅高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

令和 5年 1月 18 日 飛鳥未来きずな高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

1 月 25 日 北稜高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

2 月 9日 熊本商業高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

2 月 27 日 甲佐高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

3 月 8日 千原台高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

3 月 13 日 鎮西高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

3 月 14 日 芦北高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

3 月 15 日 城北高校校内ガイダンス 進学ガイダンス 

3 月 16 日 ドリコムガイダンス 進学ガイダンス 

 

 



Ⅴ 教育の特色 

【１】ICT 活用教育〈作業療法学科・理学療法学科〉 

   学習は時代と共にその方法が変化します。先人たちが確立した学習法から最先端の学習法まで、

最も効率的でわかりやすい学習方法を取り入れてい

ます。その中でも自分たちがどんどん勉強をやりた

い、もっと学びたいと思える方法として ICT 活用教

育を採用しています。タブレットやアプリを文房具

として使い、人体を学び、動作を分析し、資料を読む。

自分の学びやすいスタイルで効率的に学ぶ。ICT は

「知りたい」「身につけたい」にきっと役立つ、現代

で学ぶ人たちに最も適した方法です。 

 

【２】実践的カリキュラム「体表解剖実習」〈作業療法学科・理学療法学科〉 

   当学院では独自のカリキュラムとして「体表解剖学

実習」があります。「体表解剖学」とは皮膚の上から

骨や筋を視察・触察して内部の形態や構造などを理解

する学問です。まず 1 年次に骨と筋の名称を全て覚え

ます。2 年次でその場所と確認し、触り、描いて理解

します。その後学習する「評価学や「治療学」にも繋

がる基礎であり、将来的にも現場で実践できる有意義

な授業です。 

 

【３】「スポーツ理学療法学」とトレーナー活動〈理学療法学科昼間部〉 

   「スポーツ理学療法学」ではスポーツにおける理学療法の位置づけや役割を学びます。卒業後に実

際活動することを想定して、現場に即した実践的で具体的な内容を、実技を中心に盛り込んでいま

す。この授業の延長として、各種スポーツ大会でトレーナー活動を行います。大会会場に出向いて

トレーナーブースを設置、実際に選手の治療やケア、コンディショニングなどを体験しながら学び

ます。将来スポーツトレーナーを目指す人には是非体験してもらいたい内容です。 

   ・2018 年度実績：第 1 回熊本スカンビオカップフットサル大会、第 3 回ソーシャルフットボール

大会、KCR トレーニングキャンプ 

 

【４】チームティーチング＆チームラーニング（看護学科） 

 看護学科は、各学年、複数の教員がチームで担任をしています。学習内容や方法などきめ細やかなア

ドバイスが受けれ、学生個々のニーズに応じたタイムリーな指導のため教員との信頼関係も築きやす

く、学生達の安心感に繋がっています。また、学生達も学校生活を含めチームベースで活動しており、

仲間意識はもちろん、学習力や運営・企画力が育ち、同時に看護師に必要不可欠なコミュニケーショ

ン力やチーム力が身につきます。 

【５】クリエイティブをプラスした教育（介護福祉学科） 



 介護福祉学科は、これからの時代のニーズとマッチングを考え、更なる介護業界へ貢献できる科目を

新たに設置しました。「エステテックケア」「フォトグラフィー」「ミュージックプロデュース」「エン

ターテイメント」「マネジメント論」等の授業を行い、子供からお年寄りまで一人一人のニーズに合っ

たケアの提供や施設・事業所でリーダーシップを取り中核人材としてマネジメントできる人材を育成

します。また、留学生も同じクラスで勉強し異文化交流もでき、これからの介護現場でのニーズにも

対応します。 

 

Ⅵ 就職に関する取り組み 

  7 月 20 日～22 日と 9 月 28 日～30 日にわたり、当学院の実習受け入れ医療機関等にご案内し、就職

説明会を開催。県内の医療機関は来校して、その他の九州圏内、関東、関西の医療機関は ZOOM で行

い、施設の特色や就業環境、待遇などの説明が行われた。 

  参加医療機関 

  熊本県内 40 施設 九州圏内 22施設 関西圏内 10施設 関東圏内 27施設 

   

就職状況 

区分 

令和 4 年度 

求人状況 

卒業生 

就職希望者 

総数 
就職先 

県内 県外 県内就職率 求人数 

理学療法学科 34 34 20 14 58.8 
1784 

理学療法学科夜間部 13 13 11 2 84.6 

作業療法学科 22 21 18 3 85.7 1587 

看護学科 70 69 54 15 78.3 3897 

介護福祉学科 39 37 36 1 97.3 732 

合 計 178 174 139 35 79.9 8000 

 

 

Ⅶ 国家試験合格率 

2022 年 1 月～2 月にかけて国家試験が実施され、全ての学科とも全国平均を大幅に上回る結果を残こす

ことが出来ました。 

 受験者数 合格者数 合格率 全国平均 

理学療法士 47 名 47 名 100.0％ 94.9％ 

作業療法士 22 名 21 名 95.5％ 91.3％ 

看護師 70 名 69 名 98.6％ 95.5％ 

介護福祉士 39 名 37 名 94.8％ 75.6％ 

 

 



Ⅷ 九州中央リハビリテーション学院 自己点検・自己評価 

１．学校の教育目標 
・各専門分野において必要な知識・技能を習得し、実践的スキルを身につけることを目指します。 
・保健医療福祉チームの一員としての役割と責任を果たす能力を育てます。 
・コミュニケーション能力を持ち、他者と協調し、自己責任の全うできる人材を育成します。 
・それぞれの分野における専門職業人としての倫理観を持ち、自己研鑽に努める能力を育てます。 
 
２．評価項目の達成及び取組状況 

１ 教育理念・目標 評
価 エビデンス例 

1 1 中項目 
理念・目的・育成人材像（教育理念・目的・育成人材像等が明文化されているか。職業教育機関として専修
学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 1 1 
学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分
野の特性が明確になっているか） 

4 
寄付行為、学則、HP、学生生活のし
おり 

1 1 2 
学生・保証人（保護者）に対して教育理念等を明文化し、周
知しているか 

4 
パンフレット、HP、保護者会資料、
学生生活のしおり 

1 1 3 
教職員に対して教育理念等を明文化し、周知徹底を図ってい
るか 

4 
学生生活のしおり、HP、理念等の掲
示 

1 1 4 学外の方に対して教育理念等を明文化し、公表しているか 4 HP、パンフレット、募集要項 

1 2 中項目 
教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか） 

1 2 1 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界の
ニーズに向けて方向付けられているか（コース終了後に、学
習者がそのコンピテンスのレベルを必要とする目的や状況
が明確にされているか） 

4 

HP.学生生活のしおり、 
教育課程編成員会資料、実習の手引
き 

1 2 2 
社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いてい
るか（学校の将来構想を描くために、業界の動向やニーズを
調査しているか） 

4 
HP,教育課程編成委員会資料、学校関
係者評価委員会議事録 
理事会議事録 

1 2 3 学校における職業教育の特色は明確になっているか 4 パンフレット、HP、シラバス 

 
 

２ 学校運営 評
価 エビデンス例 

2 1 中項目 運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 1 1 教育方針や教育目的等に沿った運営方針が策定されている
か 

4 
基本理念、運営方針の掲示、理事会等
議事録 

2 1 2 運営方針を教職員に周知しているか、また必要に応じてそ
の理解の状況を確認しているか 

3 
基本理念、運営方針の掲示、状況の確
認が出来ていない 

2 2 中項目 事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 2 1 運営方針に沿った事象計画を策定し共有しているか 3 事業計画書、HP 

2 2 2 学校の年間スケジュールはあるか 4 理事会資料 

2 3 中項目 運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的なものになっているか） 

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）



2 3 1 
寄付行為、理事会会議規則等(法人)、学校の運営規程等が整
備され、それらに従って理事会・評議員会(法人)、学校の運
営会議等が開催されているか 

4 
理事会議事録、運営会議議事録、会議
規程 

2 3 2 運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されて
いるか、有効に機能しているか 

4 
組織規程、組織図 

2 3 3 組織機能図はあるか 3 組織図、校務分掌表なし 

2 3 4 運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的に開催されて
いるか 

4 
運営会議議事録、学科会議議事録 

2 3 5 出退勤管理簿はあるか 4 勤怠管理システム、就業規則 

2 3 6 教職員の健康診断がされているか 4 健康診断実施記録 

2 3 7 施設整備の保守・管理が定期的に行われているか 4 保守点検管理簿 

2 4 中項目 教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取り組みを行っているか） 

2 4 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか 3 教員名簿、実務経験一覧表 

2 4 2 
現に教員数が充足していない場合、採用活動を行っている
か、または、教員資格等取得に向けた教育・指導を行なって
いるか 

4 
求人票、研修計画記録、面談 

2 4 3 授業評価の実施・評価体制はあるか 4 授業評価アンケート、評価結果分析

2 4 4 教員の組織体制を整備しているか 4 
運営委員会議事録、HP、SV 会議議事
録 

2 4 5 職員の能力開発のための研修等が行われているか 3 
FD 開催議事録、研修成果報告 

2 4 6 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための
研修や教員の指導力育成等資質向上のための取組が行われ
ているか（研修等の効果を評価し、文書により記録している
か） 

4 

職部分掌による担当者を中心とした
研修会参加、資料作成 

2 4 7 教育の成果（学修結果）に基づく教員面接を実施しているか 3 
実施されているが面談記録なし 

2 4 8 

専攻分野に係る関連分野の企業・団体等と連携し、実務に関
する研修や指導力の修得・向上のための研修等を教員の業
務経験や能力、担当する授業や業務に応じて組織的・計画的
に受講させているか 

4 

研修報告・会議議事録資料 

2 4 9 

教員に対して、割り当てられた職務及び責任、学習サービス
の評価結果、本人の専門能力開発のニーズに対する見解を
考慮に入れて専門能力開発の計画を作成しているか（教職
員研修計画の作成） 

3 

教務分掌、研修報告書が作成されて
いない 

2 4 10 教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤講師等との定
期的な情報交換を行っているか 

3 
情報交換はされているが定期化され
ていない 

2 5 中項目 人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 5 1 人事に関する制度を整備しているか 4 
就業規則、業務規程 

2 5 2 給与に関する制度を整備しているか 4 給与規程、退職金規定、賞与規定 

2 5 3 昇給・昇格制度は文章化されているか 3 給与規程、 



2 5 4 採用制度は文書化されているか 4 職員採用規程 

2 6 中項目 情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか） 

2 6 1 情報システム化等による業務の効率化が図られているか
（情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか）

4 
ワークフロー、出席システム、教務シ
ステム 

 
 

３ 教育活動 評
価 エビデンス例 

3 1 中項目 運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

3 1 1 

教育目的及び育成人材像に基づき教育課程の編成・実施方
針（カリキュラムポリシー）を明示し、また学校構成員（教
職員及び学生等）に周知し、社会に公表されているか。また
定期的に検証を行っているか 

4 

HP,学生生活のしおり、学校案内、
教育課程編成委員会議事録 

3 1 2 
教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関
としての修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の
確保は明確にされているか 

4 
カリキュラムマップ、カリキュラ
ム、学校案内 

3 1 3 
教育目的及び育成人材像に基づきディプロマポリシーを明
示し、また学校構成員（教職員及び学生等）に周知し、社会
に公表されているか。また定期的に検証を行っているか。

4 
HP、学生生活のしおり、学校関係
者評価委員会議事録 

3 2 中項目 教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がな
されているか） 

3 2 1 教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュラムは体系
的に編成されているか 

4 
カリキュラムマップ、シラバス 

3 2 2 講義及び実習に関するシラバスは作成されているか 4 シラバス、実習の手引き 

3 2 3 各科目の一コマの授業について、その授業シラバスが作成
されているか 

4 
HP、シラバス（コマごとに表記）

3 2 4 
シラバスあるいは講義要項（作成されていればコマシラバ
ス)などが事前に学生に示されて（あるいはホームページな
どで公開されて）、授業で有効活用されているか 

4 
HP、シラバス（コマごとに表記）、
授業評価 

3 2 5 
適切な評価体制を有し、授業評価が実施されているか(教育
内容およびその評価方法、評価項目、手段、スケジュールは
適切か) 

4 
HP、授業評価、結果公表資料 

3 2 6 質保証を目的とした授業や学習の定期的な観察を実施して
いるか 

2 
定期的な実施がなされていない 

3 2 7 
学生によるアンケート等で、適切に授業評価を実施してい
るか（学習の目的を満たしているか、満足度を含めて定期的
に確認しているか） 

4 
HP、授業評価（アンケート、結果）

3 2 8 評価結果を教員にフィードバックするなど、その結果を授
業改善に役立てているか 

4 
フィードバックし各自改善 

3 2 9 カリキュラム作成のために複数のメンバーによりカリキュ
ラムの作成が行われているか（カリキュラム作成委員会等）

4 
年度末に各学科にて内容の検討を
行っている 

3 2 10 カリキュラム作成メンバーの中に業界関係者などの外部関
係者を入れているかまたその意見を取り入れているか 

2 
教育課程編成委員会によってカリ
キュラムの検討は行われている 

3 2 11 キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュ
ラムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか 

4 
シラバス、 

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）



3 2 12 
関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるイン
ターシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられ、その
内容、評価法などが事前に決められているか 

4 
カリキュラムマップ、実務家教員
シラバス、臨床実習に係る実施計
画、手引き 

3 2 13 [職業実践専門課程]専攻分野に係る関連分野の企業・団体等
と連携し、演習・実習等を行っているか 

4 
臨床実習指導者会議議事録、実習
報告書 

3 2 14 企業・施設等での職場実習（インターシップ含む）があるか
4 実習受諾書、臨床実習指導者会議

議事録、実習報告書 

3 3 中項目 成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか） 

3 3 1 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になって
いるか 

4 
学生生活のしおり、臨床実習の手
引き、成績判定会議資料 

3 3 2 学生や保証人（保護者）に対し、成績評価・単に認定の基準、
進級要件、卒業要件はきちんと提示されているか 

4 
学生生活のしおり、保護者会、学年
通信 

3 3 3 各規定に基づいて適切に成績評価・単位認定、進級・卒業判
定を行っているか 

4 
学生生活のしおり、成績判定会議、
教務システム 

3 3 4 [職業実践専門課程]専攻分野に係る関連分野の企業・団体等
と連携し、学生の学修成果の評価を行っているか 

4 
成績評価規程、シラバス、判定会議
議資料、評価表、個人別成績証明書

3 4 中項目 資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか） 

3 4 1 
資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系
的な位置づけはあるか（発行する修了証明書の種類及び内
容） 

4 
目標資格、シラバス、講師概要、成
績証明書、卒業証明書、カリキュラ
ムマップ、国試対策計画 

3 5 中項目 キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（①人間関係形成・社会形成能力、②自己理解・自己管理能力、③
課題対応能力、④キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか） 

3 5 1 
キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的自立に向け必
要な基盤となる能力や態度を育成しキャリア発達を促して
いるか 

4 
臨床実習承諾書、シラバス、臨床実
習の手引き 

3 5 2 高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教
育の取組が行われているか 

4 
入学前セミナー資料・スケジュー
ル、高校ガイダンス 

 
 

４ 学習成果・教育成果  エビデンス例 

4 1 中項目 学習成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか） 

4 1 1 コース全体を通して、及びコース終了時に、学習者の習熟状
況をアセスメントしているか 

4 
小テスト、中間試験、期末試験成績
一覧 

4 1 2 

学生の学修成果の評価に際して育成する人材像に沿った評
価項目を定め、明確な基準で実施されているか（測定する知
識、スキル及び能力、測定の基準、アセスメントの方法は明
確か） 

4 

学生生活のしおり（成績評価基準、
成績評価方法）、科目シラバス 

4 2 中項目 就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 2 1 就職率の向上が図られているか（結果を分析し、就職指導・
支援の改善を図っているか） 

4 
就職実績報告書、学校案内 

4 2 2 学生の就職に関する目標に対して教職員に共有されている
か 

4 
学科会議議事録、運営会議議事録 

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）



4 2 3 学生の就職活動に関する記録がなされているか 4 
学校案内、学科会議議事録、運営会
議議事録 

4 2 4 対外部に向けた就職実績を公表しているか（パンフレット・
HP 等） 

4 
HP、学校案内、学内掲示 

4 3 中項目 資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 3 1 資格取得率の向上が図られているか（目標とする資格試験等
への合格率は全国平均と比較してどうか） 

4 
HP（国家試験合格率の履歴） 

4 3 2 資格・検定・コンペに関する目標を設定したか 4 HP 

4 3 3 資格・検定・コンペに関する目標・計画が教職員に共有され
ているか 

4 
学科会議議事録、年度末報告書 

4 3 4 資格・検定・コンペ結果に関して検証・報告がされたか 4 学科会議議事録、年度末報告書 

4 3 5 資格・検定・コンペの結果（合格者数・合格率）を公表して
いるか 

4 
HP、学校案内 

4 4 中項目 社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか） 

4 4 1 
卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
（卒業生の就職後の動向を出来るだけ把握し、卒業後にも就
職その他の支援を行っているか） 

4 
就職求人状況の開示、活動相談 

 
 

５ 学生支援 評
価 エビデンス例 

5 1 中項目 修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学習に専念し、安定した学生生
活を送ることができるように図っているか） 

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか 4+ 
学生調査書、パンフレット、定期的
な個人面談、奨学金制度の開示、学
校案内、授業料免除 

5 2 中項目 就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか） 

5 2 1 
進路・就職に関する支援体制は整備されているか（またそれ
はきちんと学生や保証人（保護者）に周知されているか） 4 

求人票台帳、ホームページ 
学校案内、オリエンテーション資
料 

5 3 中項目 学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 3 1 学生相談に関する体制は整備されているか 
（相談窓口が設置されているか） 

4 
サポート学生表、職員体制名簿 
学生生活のしおり、QR コード 

5 3 2 学生の面談・相談記録があるか 4 
学生面談記録、個別面談シート 
運営会議議事録 

5 4 中項目 学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。生
活環境支援体制を整備しているか） 

5 4 1 奨学金制度など、学生の経済的側面に対する支援体制は整備
されているか 

4 
奨学金説明会資料、パンフレット、
学生生活のしおり 

5 4 2 学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学生の健康診断を
実施しているか、また健康相談窓口は整備されているか） 

4 
学生生活のしおり、健康診断表 

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）



5 4 3 課外活動に対する支援体制は整備されているか 2 
パンフレット、ホームページ 
ボランティア活動記録、部活動実
績記録 

5 4 4 学生の生活環境への支援は行われているか（学生のアパート
探しなど、住環境への支援体制はあるか） 

3 
不動産会社の紹介、遠隔地学生の
家賃一部補助 

5 5 中項目 成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか） 

5 5 1 退学率の低減が図られているか（受講登録、出欠状況及び学
習者の減少に関する分析が行われているか） 

4 
運営会議議事録、職員掲示板 

5 5 2 退学率の目標を設定しているか 4 運営会議議事録 

5 5 3 退学率の低減に関する目標・計画が教職員に共有されている
か 

4 
運営会議議事録、学科会議議事録 

5 5 4 退学者数を公表しているか 4 
学院説明会資料、職業実践専門課
程個別様式４ 

5 6 中項目 保証人（保護者）との連携（保証人との連携体制を構築しているか） 

5 6 1 保証人（保護者）と適切に連携しているか（保証人のニーズ
を把握しているか） 

4 
保護者連絡システム、学科会議議
事録、保護者面談記録 

5 6 2 保証人（保護者）との計画的な相談会・面談を行っているか 4 
保護者連絡システム、学科会議議
事録、保護者面談記録 

5 7 中項目 卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備してい
るか） 

5 7 1 卒業生への支援体制を整備しているか（再就職、キャリアア
ップ等について、相談に乗っているか） 

4 
相談窓口、求人の閲覧 

5 7 2 卒業生への卒後教育等の支援体制はあるか 
（卒業生への講習・研修を行っているか） 

4 
ホームページ 

5 7 3 社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整備されている
か 

4 
パンフレット、ホームページ 

 
 

６ 教育環境 評
価 エビデンス例 

6 1 
中項

目 
施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 

6 1 1 
施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備さ
れているか（講義室は学生数、時間割にあわせ、無理なく配
備されているか） 

4 
学校設置認可申請書、教室配置図
面、時間割、第三者機構評価 

6 1 2 学生が利用できる参考図書・関連図書は備えられているか 3 図書台帳、資産目録 

6 1 3 教育上の必要性に対応した機材・備品を整備しているか 3 資産台帳、教育備品の一覧台帳 

6 1 4 分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示されているか 4 掲示物、学生生活のしおり 

6 1 5 学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管理・チェックが
されているか 

4 
教室清掃チェックシート 

6 1 6 施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にまたは適宜行っ
ているか 

4 
点検・修繕の記録、電気設備点検
記録報告書 

6 2 
中項

目 
学外実習、インターシップ等（校外の実習、インターシップ、海外研修等について、十分な教育体制を整
備しているか） 

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）



6 2 1 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について
十分な教育体制を整備しているか 

4 
学外実習時の実施要綱・マニュア
ル 

6 2 2 実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取扱いに関する規
程・マニュアルや規則が整備されているか 

4 
倫理規定、学生生活のしおり、実
習の手引き 

6 3 
中項

目 
資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

6 3 1 防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか 4 
災害時マニュアル、自衛消防組織
図 

6 3 2 防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システム等）が整備・
点検されているか 

4 
消防用設備点検報告書、警備に関
する契約書 

6 3 3 定期的に防災訓練を実施しているか 3 防火訓練実施報告書 

6 3 4 学校における安全管理の整備を行っているか 4 
各種設備の点検報告書、災害マニ
ュアル、設備管理の一覧表 

 
 

７ 学生の受入れ募集 評
価 エビデンス例 

7 1 
中項

目 
学生募集活動（学生の受入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。
社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか） 

7 1 1 学生募集活動は、適切に行われているか 4 
パンフレット、募集要項、オープンキ
ャンパス資料 

7 1 2 
入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を策
定し、学校構成員（教職員および学生等）に周知し、社
会に公表しているか 

4 
パンフレット、ホームページ 

7 1 3 学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格、免許等を
わかりやすく紹介しているか 

4 
パンフレット、ホームページ 
 

7 1 4 学生の受入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集を
行っているか 

4 
パンフレット、募集要項 

7 1 5 入学に関する問い合わせ等に適切に対応できる体制が
出来ているか 

4 
パンフレット、ホームページ 
学科職務分掌 

7 1 6 
学校説明会等による情報提供（育成人材像、評価手段及
びその基準、目指す資格・検定・コンペ、学費・教材費
等の情報）を行っているか 

4 
学院説明会、オープンキャンパス保護
者会資料、パンフレット、募集要項 

7 1 7 入学予定者に対し学習指導・支援等は行われているか 4 入学前セミナー資料 

7 2 
中項

目 
入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか） 

7 2 1 
学校案内等には選抜方法が明示されているか（入学に必
要な学力、スキル、資格、職業経験などの、前提となる
要件が明示されているか） 

4 
募集要項、ホームページ 

7 2 2 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に入学者選
抜を行っているか 

4 
入試管理会議議事録 

7 3 
中項

目 
資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているか 4 募集要項、パンフレット 

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）



7 3 2 学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購入費等が明
示されているか 

4 
パンフレット、オープンキャンパス資
料 

 
 

８ 教育の内部質保証システム 評
価 エビデンス例 

8 1 
中項

目 
関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っているか）

8 1 1 法令、専修学校設置基準等の遵守と適切な運営がなさ
れているか 

4 
リハビリテーション学校教育評価 

8 1 2 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整
備されているか 

4 
コンプライアンスに関する規程 

8 1 3 関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規定を整備
し適切に運用しているか 

4 
ハラスメント防止規程 

8 2 
中項

目 
個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか） 

8 2 1 学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施して
いるか 

4 
個人情報保護規程 

8 2 2 個人情報保護規程が文書化されているか 4 
個人情報保護規程、 

8 2 3 個人情報の取扱いについて、教職員に対し周知し、意識
づけができているか 

2 
意識づけまで至っていない 

8 3 
中項

目 
学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか） 

8 3 1 学校教育、学校運営について、自己点検・評価を実施し、
さらに課題解決に取り組んでいるか 

3 
自己点検自己評価報告書 
課題解決まで至っていない 

8 3 2 自己点検・評価報告書にまとめているか 
（自己点検・評価報告書があるか） 

4 
自己点検自己評価報告書 

8 3 3 自己点検・評価の組織があるか 4 
自己点検自己評価委員会 

8 3 4 学校関係者評価の実施体制を整備し、学校関係者評価
を実施し、改善の取組みを行っているか 

3 
学校関係者評価委員会議事録、委員名
簿 

8 4 
中項

目 
改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・
改善のためのシステムが構築されているか） 

8 4 1 自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える機会を設
けたか 

3 
学校評価 

8 4 2 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活
動の改善に活用されているか 

2 
 

8 4 3 自己点検・評価の結果に基づき改善計画を策定したか 2 
 

8 4 4 自己点検・評価の結果に基づき期限を定めて改善計画
に基づいた結果の検証がされたか 

2 
 

8 4 5 学校関係者評価の結果に基づき改善計画を策定したか 2 
 

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）



8 4 6 学校関係者評価の結果に基づき期限を定めて改善計画
に基づいた結果の検証がされたか 

2 
 

8 5 
中項

目 
教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか） 

8 5 1 教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4 
職業実践専門課程別紙様式 4、HP 

8 5 2 自己評価結果を公開しているか 4 自己点検自己評価報告書、HP 

8 5 3 学校関係者評価結果を公表しているか 4 学校関係者評価報告書、HP 

 
 

９ 財務 評
価 エビデンス例 

9 1 
中項

目 
財務基盤（学校の中 期的な財務基盤は安定しているといえるか） 

9 1 1 教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財
政基盤を確立しているか 

4 
財産目録、貸借対照表、資金収支計算
書、事業報告書 

9 1 2 年度予算・中期計画が策定されているか 3 予算書 

9 2 
中項

目 
予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理を
行っているか） 

9 2 1 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4 予算書、理事会・評議員会議事録 

9 2 2 予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っているか 4 収支計算書 

9 3 
中項

目 
監査（財務について会計監査が適正に行われているか） 

9 3 1 私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監査を実施
し、理事会、評議員会に報告しているか 

4 
会計監査報告書 

9 4 
中項

目 
財務情報の公開（室学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか） 

9 4 1 財務情報公開の体制を整備し、適切に公開しているか 4 財務諸表、HP 

9 4 2 財務情報の公開について、ホームページに公開するな
ど積極的に取組んでいるか 

4 
HP 公開 

 
 

１０ 社会貢献・地域貢献 評
価 エビデンス例 

10 1 
中項

目 
社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか） 

10 1 1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献
を行っているか 

3 
学院施設使用申請、Charichari ポート
の設置 

10 1 2 地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を
含む）の受託等を積極的に実施しているか 

4 
公共職業訓練委託契約書 

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）



10 2 
中項

目 
ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか） 

10 2 1 学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援
を行っているか 

4 
ボランティア担当職員の設置、自治会
活動の援助 

 
 

１１ 国際交流（必要に応じて） 評
価 エビデンス例 

11 1 
中項

目 
留学生の受入れ・海外への留学（留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導等を適
切に対応し、管理体制を整備しているか） 

11 1 1 留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行ってい
るか 

4 
事業計画 

11 1 2 留学生の受入れ・派遣・在籍管理等において適切な手
続き等がとられているか 

4 
入館提出書類一式、学籍 

11 1 3 留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制
が整備されているか 

4 
留学生の規則 

11 1 4 
学習成果が国内外で評価される取組を行っているか 

3 
留学生の規則、JLPT 対策及び評価 

 

評価：適切（４）、ほぼ適切（３）、やや不適切（２）、不適切（１）


